
              第２学年国語科学習指導案 

                         研究授業２ 

                         児 童  ２学年 男４名 女３名 計７名 

                      指導者  皆川 恭子 

 

１ 単元名  「友だちっていいな」を図書郵便で伝えよう 

  主要教材 「お手紙」（アーノルド＝ローベル作 光村図書 国語下） 

補助教材 「ふたりはともだち」「ふたりはいっしょ」「ふたりはきょうも」（アーノルド＝ローベル

作 文化出版局）  

「ないた赤おに」（浜田廣介 偕成社） 「ともだち」（谷川俊太郎 玉川大学出版部）  

「とべないホタル」（小沢昭巳作 ハート出版）  

「ドラゴンもりのふしぎなともだち」（ティモシー・ナップマン作 ポプラ社） 

「つきのよるのおやくそく」（ナタリー・ラッセル作 ポプラ社）  

「けんかのきもち」（柴田愛子作 ポプラ社） 

「ともだちほしいなおおかみくん」（さくらともこ 岩崎書店） 

「ライオンとぼく」（垂石眞子 偕成社）    

「だるまちゃんとてんぐちゃん」シリーズ（加子里子 福音館書店） 

「ともだちや」シリーズ（内田麟太郎作 偕成社） 

２ 単元の目標 

国語への 

関心・意欲・態度 

・本を進んで読み、好きなところを紹介しようとしている。 

書くこと 

 

・書いたものを読み合い、よいところを見付けて感想を伝え合うことができ

る。（書オ） 

読むこと ・文章の内容と自分の経験とを結び付けて自分の思いや考え方をまとめ、紹

介することができる。（読オ） 

伝統的な言語文化と

国語の特質に関する

事項 

・主語と述語の関係に注意しながら作品を読んだり、書いたりすることがで

きる。  （言イ（カ）） 

 

３ 単元の中心となる表現活動 

 

 

 

４ 単元の評価規準 

 国語への 

関心・意欲・態度 
書く能力 読む能力 

言語についての 

知識・理解・技能 

お お む

ね 満 足

で き る

状況 

・友情をテーマに書 

かれた本を多読し

紹介したい本を選

び、「友だちってい

いな」と感じた自

分の好きなところ

を中心に図書郵便

で紹介しようとし

ている。 

・「友だちっていいな」

と思ったことの中か

ら自分が一番伝えた

いことを選んで書い

ている。 

・図書郵便を読み合い

「友だちっていい

な」 と思ったとこ

ろが伝わったかなど

感想を伝え、よいと

ころを見付けて交流

している。 

・「友情」をテーマに

した本を多読し、

紹介したい本や文

章を選んでいる。 

・自分の好きな場面

の様子について登

場人物の行動や会

話に着目して想像

を広げて読み、好

きなところを理由

付けて紹介してい

る。 

・主語と述語の関係

に注意しながら作

品を読んだり、図

書郵便を書いたり

している。 

 

 

 

友情をテーマに書かれた本を読み、図書郵便を書いて、自分の好きなところを伝える。 



５ 単元について 

（１）児童について 

   児童は、「ふきのとう」で、登場人物の気持ちを想像し、会話文を加えて、音読劇で表現する学習を

行っている。また、「スイミー」では、登場人物の中から、ナンバーワンキャラクターを決め、行動

や会話、特徴などを読み取りキャラクターカードにまとめた。同一作者の本を多読し、自分の決めた

登場人物についてカードにまとめ、ブックトークで伝える学習を行った。目的をもって多読する経験

は、「スイミー」の学習で行ったと言える。同一作者の本の多読は意欲的にできた。しかし、同一テ

ーマで本を自分自身で探したり、多読した中から、テーマを決めて手紙で伝えたりという経験はして

いない。 

   読書活動については、進んで図書室に本を借りに行く児童が多い。読書タイムに集中して読んだり、

教師による読み聞かせを楽しみにしたりしている。家庭での読書は、毎日の音読書に継続して取り組

むようになってきた。 

   読書や本の紹介に関わるアンケート結果は、次の通りである。 

    アンケートの結果から、 

① 読書は好きですか？ 

   とても好き      好き       あまり好きではない   好きではない 

    ５名                  ２名 

② 同じような内容の本を探して読んだことはありますか？ 

   よくある       ある       あまりない       ない 

    ３名        １名        ２名         １名 

③ ブックトークやおすすめの本紹介以外の方法で本を紹介したいと思いますか？ 

   とてもやってみたい  やってみたい   あまりやりたくない   やりたくない 

    ３名         ２名 ２名 

④ どんな種類の本を紹介してみたいですか。（自由記述・複数回答） 

   おもしろい本   昔の話  長い話  生き物話  わかったさん 悲しい話 

    ３名       １名   １名   １名    １名     １名 

⑤友だちと交流することは好きですか？ 

   とても好き     好き       あまり好きではない   好きではない 

    ５名       ２名 

    アンケートの結果から、図書室からたくさん本を借りている児童の中にも、読書があまり好きで

ない児童もいることが分かった。目的をもって本を選ぶ経験については、登場人物が同じシリーズ

ものなどで、友情などテーマまで意識している児童はいないことが分かった。読書紹介について消

極的な児童は、２人とも大勢の前で話すことに抵抗感がある児童であり、本単元で図書郵便を書く

ことで紹介の経験を広げたい児童でもある。交流に関しては、質問したり、答えたりのやり取りを

好きと感じていることが分かった。交流の楽しさを味わい始めている実態である。 

 

（２）教材について 

   第２学年の「読むことの」指導目標は、「書かれている事柄の順序や場面の様子などに気づいたり、 

想像を広げたりしながら読む能力を身に付けさせるとともに、楽しんで読書しようとする態度を育て 

る。」である。本教材では、指導事項オ「文章の内容と自分の経験を結び付けて、自分の思いや考え 

をまとめ、発表し合うこと。」を主たる指導事項とする。 

   主要教材「お手紙」は、がまくんとかえるくんの友情が描かれている。お手紙をもらったことの無 

いがまくんの悲しさ。その思いを理解し、自分自身がお手紙を書きよろこばせようとするかえるくん 

のやさしさ。お手紙が届くことを知ったがまくんのよろこび。その様子を見たかえるくんのうれしさ。 

そして、手紙を待つ二人の幸せ。これらが、場面ごとに生き生きと表現されている。対照的な二人の 

言動とすれ違いのおもしろさが会話文を多用し、テンポ良く展開されていく。文章の魅力を味わい、 

登場人物の行動やその裏にある思い、友情のすばらしさなどを考えることができる教材である。 

   補助教材は、どれも友情をテーマに書かれた本である。それぞれに、友だちを思う気持ちや、友情 

のすばらしさに気づくことができる。登場人物の行動、会話から、友だちっていいな、と思える多く 

の言葉をみつけることができるであろう。目的を持ち、友情のすばらしさを見つけたり、友情のすば 



らしさに浸ったりしながら読める教材である。 

 

（３）指導について 

   本単元では、「友情」をテーマにした本を多読し、紹介したい本を楽しんで選ぶ態度を育てるとと 

もに、「友だちっていいな」と感じた登場人物の行動や会話から、自分が好きなところを図書郵便で 

伝える能力を身に付けることができるように、次のような指導過程を構成した。 

「見通す」過程で、「友情」をテーマとして書かれた本を比べ読みし、共通することや「友だちって

いいな」と感じた言葉などを探す活動を行う。そして、教師の選書による学級文庫の存在を知る。同

時に「友情」について書かれた本を図書室で児童自身が探し、学級文庫の本を増やしていき、並行読

書を開始する。 

   「確かめる」過程では、アーノルド＝ローベルの「なくしたボタン」の図書郵便での紹介を聞き、紹 

介に必要な要素を確認し、３年生に図書郵便で紹介するという目的をもつ。そして、紹介の要素を確 

認し、主要教材「お手紙」を読んでいく。【文学的な文章教材読みのものさし】①登場人物、②中心 

人物、⑤どんなことがおこったか、⑦話の中で大きくかわったこと、等を扱う。【読みの視点】では、 

「行動」「会話」「かわったこと」に注目して読み取ることを指導していく。そして、それらの要素を 

カードにまとめながら読み取りを進め、図書郵便に生かせるようにしたい。 

   また、カードにまとめる内容は、自分の好きなところを理由付けて書くようにする。そうするこ 

とで、内容は友だちと違って良いことを押さえていく。そして、「お手紙」の図書郵便を書く。友だ 

ちと交流し、感じ方の違いに気付き、それぞれのよさを認め合うようにする。 

  「表現する」過程では、並行読書してきた中から紹介したい１冊を選ぶ。そして、図書郵便に表して 

いく。感想の語彙集や「友だちっていいな」と思った言葉などを活用できるようにしたい。３年生に 

届ける前に、学級で読み合い、要素の確認や、よいところを交流し合い、修正し、清書していく。 

「広げる」過程では、３年生への郵便の届け方を考え、届け方の練習をする。また、３年生からお手 

紙の返事を書いてもらい、お手紙を出す喜び、お手紙を待つ喜びを登場人物のように味わえるように 

工夫したい。 

カードにまとめ、図書郵便につなげるためには、言語意識を明確にもつ必要がある。「五つの言語意 

識」を以下のようにとらえた。 

  

・相手意識…「お手紙」の学習を終えている３年生に 

・目的意識…「友だちっていいな」と感じた自分の好きなところを紹介する 

・場面意識…３年生に図書郵便を届けに行く 

・方法意識…図書郵便に「友だちっていいな」と感じたところが分かるように書いて伝える 

     ・評価意識…３年生からの返事、学級内での相互評価 

 

６ 学習指導計画と評価規準（１５時間） 

過 

 

程 

 

学習活動 学習内容（・） 

        評  価  規  準 

国語への関心・ 

意欲・態度 

書く能力 

  

  読む能力 

     

言語についての知

識・理解・技能 

 

見

通

す 

 

３ 

１単元のねらいを知り、見通

しをもつ。 

・「友情」について書かれた２ 

冊の本を比べ読みし、「友だ

ちっていいな」と感じたこ

と や 言 葉 を 集 め る 。    

（１） 

２冊の本を

比べて、共通点

や言葉を集め

ようとしてい

る。（発言、感

想） 

 共通すること

や、「友だちって

いいな」と感じ

た言葉を読み取

っている。（発

言） 

登場人物、行

動、会話など視

点をおおまか

にとらえて 

いる。（発言） 

・紹介カードのモデルからど

んな要素を読み取るかをと

らえ学習計画を立てる。 

（１） 

どのように

学習を進める

か計画を考え

ている。（発言） 

 紹介カードの表

現の要素をとら

え、読み取ってい

る。（発言、ノート） 

読み取る要

素をとらえて

いる。（発言） 



・図書室で友情について書か

れた本を探し、学級文庫に

加え、並行読書を始める。 

           （１）    

友だちが出て

くる本を進んで

探そうとしてい

る。（観察） 

 友だちが出てく

るおおまかな内容

を読み、選んでい

る。（発言） 

 

 

確 

 

 

か 

 

 

め 

 

 

る 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．主要教材を目的をもって

読み取る。 

・図書郵便での紹介を聞き、 

紹介カードと比べ観点をと

らえ、３年生に伝えるとい

う目的をもつ。   （１） 

  モデルの図書郵

便から紹介の観点

を読み取ってい

る。（発言、ノート） 

登場人物、中

心人物をとら

えている。（発

言、ノート） 

・「お手紙」の全文を読み、登 

場人物の行動や会話で心に

残った場面や友だちってい

いなと思ったところを話し

合う。       （１） 

  自分がいいなと

思ったところを理

由付けて読み取っ

ている。（発言、カ

ード） 

 

・挿し絵を並べ替えたり、友

だちっていいなと思う行動

や会話文に付箋を貼ったり

しながら読み、あらすじを

つかむ。      （１） 

 

 

 

 

 

 挿し絵や中心人

物の行動を手がか

りにあらすじを読

みとっている。（発

言、カード） 

行動、会話を

とらえて付箋

を貼っている。

（付箋、本） 

 

・がまくんの行動とかえるく

んの行動を比べながら読

み、相手を思いやっている

言葉を見つけ、友だちって

いいなと感じたことをカー 

ドにまとめる。 （２） 

 

 

 

 

 

 

紹介カード

の要素に合わ

せて自分の好

きなところを

書いている。

（カード） 

登場人物の行

動を比べて紹介

カードの要素を

読み取ってい

る。（発言、カー

ド） 

 

・「お手紙」の図書郵便を書く。 

           （１） 

 

 

紹介カード

から、図書郵便

に意欲的に書

き換えている。 

（図書郵便） 

書き出し、終わ

りの言葉など様

式に合わせて図

書郵便を書いて

いる。（図書郵便） 

 図書郵便の

観点をとらえ

ている。 

（カード） 

・友だちと交換して読み合い、 

お互いのよいところを見付

ける。       （１） 

 

友だちのよ

いところを見

つけ、進んで話

している。（発

言） 

友だちの書い

た図書郵便を読

み合い、お互いの

よいところを交

流している。（ワ

ークシート） 

友だちの図書郵

便を自分の書いた

ものと比べながら

読んでいる。（感想

カード） 

 

 

表 

 

現 

 

す 

 

る 

 

４ 

 

３．自分の選んだ本で図書郵 

便にまとめる。 

・「友だちっていいな」と感じる箇

所に付箋を貼りながら読み返し、

紹介カードにまとめている。（１） 

自分の紹介

したい本進ん

で読み直して

いる。（観察、

メモ） 

 要素に合わせ

て読みとったこ

とをカードに表

している。 

（カード） 

 

・紹介カードを元に図書郵便 

を書く。 

           （１） 

 

 

観点に合わ

せて読み取っ

たことを図書

郵便に表現し

ている。（カー

ド） 

カードを元

に様式に合わ

せて図書郵便

を書いている。 

（図書郵便） 

  



 

７ 本時の指導 

（１）ねらい 図書郵便を交流し合い、自分の郵便を観点に合わせて振り返ることができる。 

  

（２）指導について 

   本時で身に付けたい力は、「友だちの図書郵便の内容や良さを読み取り、交流し合い自分の表現を振

り返る力」である。 

   「導入」では、「お手紙」の図書郵便を書いたとき、友だちの良いところを探し交流したことを想起

させ、本時との共通点と相違点をとらえ、学習の見通しをもてるようにする。（仮説１－③） 

   「展開」では、６つの内容を紹介カードを用いて読み取ってきたことを振り返る。図書郵便の条件

付けとして６つの内容が書かれているかも交流の観点となることを理解させる。（仮説２－③） 

また、教師がモデルとなり児童とのやり取りを通して交流の方法について具体的にとらえさせる。

（仮説２－①）チェックカードや質問カードを活用し、何を読むか表現のどこを交流し振り返るか迷

わず進められるようにする。（仮説２－②） 

「終末」では、友だちとの交流の価値付けができるよう学習を振り返るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・書いた図書郵便を友だちと

交換して読み合い、お互いの

良いところを見つけたり修正

したりする。   （本時） 

 

友だちとお

互いに質問し

たりよいとこ

ろを認めたり

して意欲的に

交流している。

（発言） 

友だちの書いた図

書郵便を読み合い、

「友だちっていい

な」と思ったことが

伝わったか等感想を

伝え合い良いところ

を見付けて交流して

いる。（ワークシー

ト） 

友だちの図書

郵便を観点に合

わせて読み取っ

ている。（発言） 

 

・修正し、清書する。 （１） 

 

 

意欲的に修

正や清書に取

り組んでいる。 

（図書郵便） 

間違いを修

正し丁寧に書

いている。 

（図書郵便） 

自分の図書郵

便を読み返して

いる。（図書郵

便、発言） 

 

 

広

げ

る 

１ 

４．図書郵便の届け方を話し

合い、練習する。  （１） 

 

 

 

３年生に届

けるよりよい

方法を考えて

いる。（発言） 

 

 

 

 

 

 

 

 

目上の人へ

の言葉遣いな

どに気をつけ

練習している。 

（発言） 



（３）展開 

   

段階 

（時） 

    学習活動 学習内容（・）    支援（・）  【評価規準】 

 

 導 

 

 入 

 

（３） 

１ 本時の学習課題を確認する。 

 

 

 

 

 

 

・「お手紙」の図書郵便を書いたとき、友達

の良いところを見つけたことを想起し、

本時の学習課題を把握する。 

 

・学習の進め方を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 展 

 

 

 

 

 

 

 

 開 

 

 

 

 

 

（３９） 

 

 

 

 

 

 

２ 学習課題を解決する。 

 

・紹介カードから、どんな要素を読み取ってき

たかを確認する。 

 

・教師の書いたモデルの図書郵便を提示し、学

習の流れに沿って教師対児童で交流をして

みる。 

 

３ ３つのグループに分かれ、図書郵便の交流

をする。 

① 友達の図書郵便を読み合い、項目に合

わせてチェックし、感想を書く。 

 

② 書き手が読み手に自分の図書郵便に

ついて質問する形で交流を行う。 

 

③ 読み手が書き手に良いところを感想

として伝える。 

 

④ 自分の図書郵便を読み返す。 

 

⑤ 修正したり、書き加えたりし、学習感

想を書く。 

 

 

・紹介カードの要素から図書郵便へのつな

がりを思い出せるようにする。 

 

・教師のモデルから学習の流れを確認し、

よい交流の仕方をとらえるようにする。 

 

 

 

 

・チェックカードを用いて評価できるよう

にする。 

・質問カードを用いて交流を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終 

 

末 

 

（３） 

４ 学習のまとめをする。 

・学習の振り返りをする。 

 

・次時の学習の見通しをもつ。 

 

 

・交流の良さや自分の図書郵便の振り返り

ができたかなど学習の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 図書ゆうびんの書きかたをふりかえり、

よいところを見つけたり、よりよくなおし

たりしよう。 

【評価】図書郵便を交流し合い、観点

に合わせて振り返ることができる。 

Ａ 質問に対し、根拠付けたり、具体

的な文章を挙げたりして交流し、

図書郵便の中身を振り返ってい

る。 

Ｂ 質問に対し答えて交流し、図書郵

便の中身を振り返っている。 

【支援】教師によるモデルを想起させ

たり、板書で振り返らせたりして良い

交流の仕方を想起させる。 



８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
友
だ
ち
っ
て
い
い
な
。」
を
つ
た
え
よ
う 

 

か
だ
い 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学
し
ゅ
う
の
な
が
れ 

        

☆ 

は
じ
め
の
こ
と
ば 

☆ 

だ
い
名 

☆ 

作
し
ゃ
名 

☆ 

出
て
く
る
友
だ
ち 

☆ 

好
き
な
と
こ
ろ 

☆ 

友
だ
ち
っ
て
い
い
な
と
思
っ
た
わ
け 

☆ 

お
す
す
め
の
こ
と
ば 

 

◎
友
だ
ち
の
図
書
ゆ
う
び
ん
の
い
い
と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん
さ
が
そ
う
！ 

 ・
い
い
と
こ
ろ
を
言
っ
て
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。 

・
じ
し
ん
が
も
て
た
。 

・
早
く
わ
た
し
に
い
き
た
い
。 

・
も
っ
と
い
い
図
書
ゆ
う
び
ん
に
で
き
た
。 

 

 

１
友
だ
ち
の
図
書
ゆ
う
び
ん
を
読
む
。 

２
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
に
書
く
。 

３
し
つ
も
ん
す
る
。 

４
か
ん
そ
う
を
つ
た
え
る
。 

５
見
な
お
し
を
す
る
。 

６
書
き
な
お
し 

  

紹
介
カ
ー
ド 

 

７つ 

 

図
書
ゆ
う
び
ん
を
の
書
き
方
を
ふ
り
か
え
り
、
よ
い
と
こ
ろ
を

見
つ
け
た
り
、
よ
り
よ
く
書
き
な
お
し
た
り
し
よ
う
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

？
し
つ
も
ん
カ
ー
ド
？ 

し
つ
も
ん
１ 

 
 

 

し
つ
も
ん
２ 

 
 

  
 

し
つ
も
ん
３ 

   

し
つ
も
ん
４ 

    

し
つ
も
ん
５ 

 
 

  

さ
い
ご
に 

７
つ
の
こ
と
が
書
け
て
い
ま
し
た
か
？ 

じ
ゅ
ん
じ
ょ
よ
く
書
け
て
い
ま
し
た
か
？ 

す
き
な
と
こ
ろ
が
わ
か
り
ま
し
た
か
？ 

「
友
だ
ち
っ
て
い
い
な
」
と
思
っ
た
わ
け
が
わ
か
り

ま
し
た
か
？ 

な
お
し
た
ほ
う
が
い
い
と
こ
ろ
は
、
あ
り
ま
す
か
？ 

か
ん
そ
う
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。 

 
？
し
つ
も
ん
カ
ー
ド
？ 

 

し
つ
も
ん
１ 

 
 

 

 

し
つ
も
ん
２ 

 
 

 

し
つ
も
ん
３ 

 

 

し
つ
も
ん
４ 

 
 

    

し
つ
も
ん
５ 

 
 

さ
い
ご
に 

 
 

  

 じ
ゅ
ん
じ
ょ
よ
く
書
け
て
い
ま
し
た
か
？ 

 す
き
な
と
こ
ろ
が
わ
か
り
ま
し
た
か
？ 

 な
お
し
た
ほ
う
が
い
い
と
こ
ろ
は
、
あ
り
ま
す
か
？ 

 か
ん
そ
う
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。 

７
つ
の
こ
と
が
書
け
て
い
ま
し
た
か
？ 

「
友
だ
ち
っ
て
い
い
な
」
と
思
っ
た
わ
け
が
わ
か
り

ま
し
た
か
？ 



図書郵便のモデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さ
ん
へ 

 

○
○
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
き
ょ
う
は
、
○
○
さ
ん
に
好
き
な

お
話
を
し
ょ
う
か
い
し
ま
す
。 

 

わ
た
し
の
し
ょ
う
か
い
す
る
お
話
は
、
「
な
く
し
た
ボ
タ
ン
」
で

す
。
さ
く
し
ゃ
は
、
ア
ー
ノ
ル
ド
＝
ロ
ー
ベ
ル
さ
ん
で
す
。 

 

出
て
く
る
友
だ
ち
は
、
が
ま
く
ん
と
か
え
る
く
ん
で
す
。 

 

わ
た
し
が
好
き
な
と
こ
ろ
は
、
が
ま
く
ん
が
か
え
る
く
ん
に
ボ
タ

ン
を
た
く
さ
ん
ぬ
い
つ
け
た
自
分
の
上
ぎ
を
あ
げ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

か
え
る
く
ん
が
、
い
っ
し
ょ
に
さ
が
し
て
く
れ
た
お
れ
い
に
上
ぎ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
二
人
と
も
お
た
が
い
の
こ
と
を
思
っ
て
い

る
の
で
、
友
だ
ち
っ
て
い
い
な
と
か
ん
じ
ま
し
た
。 

 

二
人
の
や
さ
し
さ
に
心
が
ジ
ン
と
す
る
お
話
で
す
。
ぜ
ひ
、
読
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

月 
 

日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 とうじょうする友だち 



９ 評価一覧 

時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７・８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ 

指導内容 単元の

ねらい

を 知

り、見

通しを

もつ。 

 

 

紹介カー

ドのモデ

ルから読

み取りの

要素をと

らえ学習

計画を立

てる。 

図書室で

友情につ

いて書か

れた本を

探し、学

級文庫に

加える。 

図 書 郵 便

で の 紹 介

を聞き、紹

介 カ ー ド

と 比 べ ３

年 生 に 伝

え る と い

う 目 的 を

もつ。 

全文を読み、

登場人物の

行動や会話

で心に残っ

た場面やい

いなと思っ

たところを

話し合う。 

挿絵を並

び替えた

りいいと

思う行動

や会話文

に付箋を

貼りなが

ら読む。 

友達二人の

行動を比べ

ながら読み

友達ってい

いなと感じ

たことをカ

ードにまと

める。 

「お手紙」

の図書郵便

を書く。 

友達と交

換して読

み合い、お

互いのよ

いところ

を交流す

る。 

自分の選ん

だ本に付箋

を貼りなが

ら読み紹介

カードにま

とめる。 

紹介カード

をもとに図

書郵便を書

く。 

図書郵便を友

達と交換して

読み合い、お

互いの良いと

ころを見付け

たり修正した

りする。 

修正し、

清 書 す

る。 

図書郵便

の届け方

を話し合

い、練習

する。 

評

価

計

画 

関意態  ○  ○  ○      ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ 

書く能力               ○  ○  ○  ○  ○ ○ ○  

読む能力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○  ○  ○  ○  

言語  ○  ○      ○    ○       ○ 

評価規準 ２冊の本を

比べて共通

点や「友だ

ちっていい

な」と感じ

た言葉を集

めようとし

ている。 

紹介カー

ドの表現

の要素を

とらえ、

読み取っ

ている。 

友達が出

てくる本

を進んで

探そうと

し て い

る。 

モ デ ル の

図 書 郵 便

か ら 紹 介

の 観 点 を

読 み 取 っ

ている。 

自分がい

いなと思

ったとこ

ろを理由

付けて読

み取って

いる。 

挿絵や中心

人物の行動

や会話を手

掛かりにあ

らすじを読

み取ってい

る。 

登場人物

の行動を

比べて紹

介カード

の要素を

読み取っ

ている。 

書き出し、

終わりの言

葉など様式

に合わせて

図書郵便を

書 い て い

る。 

友達の書いた

図書郵便を読

み合い、お互

いのよいとこ

ろを交流して

いる。 

要素に合わ

せて読み取

ったことを

カードに表

している。 

カードを元

に様式に合

わせて図書

郵便を書い

ている。 

友だちの書いた図書

郵便を読み合い「友

だちっていいな」と

思ったことが伝わっ

たか等感想を伝え合

い良いところを見付

けて交流している。 

間違いを修

正し、丁寧

に清書して

いる。 

目上の人

への言葉

遣いなど

に気をつ

けて練習

している。 

評価方法 発言・感想 発言・ノート 発言・ 発言・カード 発言・カード 発言・カード 発言。カード 図書郵便 感想カード カード 図書郵便 ワークシート 図書郵便 発言 

①               

②               

③               

 


